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第１節 本学における w-SDSの位置付け 

大学における教育・研究活動で安全が大切なことは議論するまでもないことです。そこで本学

では、この「安全のための手引」の発行を始め、全学及び各研究室で様々な安全のための取り組

みが行われています。 

ところで、労働安全衛生法等の法律は、過去に発生した事故を再発させないために決められて

おり、内容は過去の事故に学んだチェックリストといえ、大学においても、参照することができ

ます。そこで本学では学長が次の表明をしています（この手引の表紙裏にも記載されています。）。 

長岡技術科学大学安全衛生方針  【基本方針】抜粋  

・機器、設備等又はそれらを使用する作業等において適用される関係法令の横断的な管理方法

を確立するため、「作業のセーフティ・データ・シート」を作成する。  

一方、(1)法律の専門家でない我々が法令を横断的に知ることはたいへん難しく、また(2)法令

は生産工場などを念頭に作られていますから、大学にはそのまま適用できない項目もあります。

そこで、機器・設備、材料（物質）、作業(1)毎に関連する法令を一覧とし、更にリスクアセスメン

トと組み合わせることで、安全性を確保して、教育・研究の推進をはかるべく、w-SDS（作業の

セーフティ・データ・シート，work-Safety Data Sheet）手法が開発されました(2)。 

本学はこのような経緯の上に、教育・研究活動の安全を高めるために、全ての研究室で w-SDS

を作成し提出することとしています。提出された w-SDS は、総括安全衛生管理者の承認後に返

却されます。 

第２節 w-SDSの概要と作成・提出 

上に述べたように、w-SDSは法令に関する部分とリスクアセスメントに関する部分がありま

す。それに対応して、w-SDS作成を次の様に行います。 

毎年 11 月に全ての研究室で w-SDSの作成あるいは見直しを行うことになっています。その

プロセスは、大きく次の四段階になります。 

1. 研究室で教職員を中心にしてミーティングを行う。自分の研究室の機器・設備や活動の安

全について考えます。 
                                                  
(1) 本学では、先ずは機器・設備の管理で w-SDS作成を行っています。 
(2) 杉本旭氏（開発当時 北九州市立大学）、塩田勇氏（SHIOTA安全企画）、八幡勝也氏（開発
当時 産業医科大学）により開発されました。 
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図 13－５ 民間ゴルフ練習場での打席 

出典：望月浩一郎弁護士「ゴルフ練習場での負傷事件」 

セキュリティスポーツライフ.Vol.4 

 
 これまで述べてきたことは、体育・スポーツにおける安全確保の上で最低限のことであり、状

況に応じて新たに必要となることが出てくるであろう。その際の安全確保の上での基本は、体育・

スポーツ活動は自己責任を背景とした危険予見義務とそれに基づく危険回避義務（行為・行動が

危険だと思った場合、速やかにそれを止めて危険を回避する義務）とその能力が求められること

である。これを身に付けることで、体育・スポーツ活動が学生諸君の豊かな学生生活の一助とな

ることを祈念して止まない。 
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2. 法的管理が必要な機器・設備に関して、当該機器等で管理しなければならない事項を w-

SDSを見ながら確認します。新規の機器等については w-SDSを作成します。 

3. 機器の使用等に付随する危険についてリスクアセスメントを行い、必要に応じて対策を考

えます。 

4. 以上の結果を「ミーティング記録」、「w-SDS」にまとめて提出します。 

4.は教職員が行いますが、1.～3.は学生を含んだ研究室全構成員で行います。そのため、毎年

一回は研究室で安全ミーティングを行います。このミーティングを、日頃の教育・研究活動の安

全を見直す機会にしましょう。ぜひ、ミーティングに積極的に参加しましょう。 

安全に研究を行うことで、よい成果が達成できます。事故が発生すると、研究自体が止まっ

てしまい、成果を出すこともできませんし、取り返しの付かない身体の障害が発生するかもしれ

ません。そのような事態にならないためにも、全構成員が安全について考え、意識することが望

まれています。 

第３節 w-SDS作成に役立つ情報 

●w-SDSの概要  

https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/jyoho/jyohokoukai/sds/sds_top.html 

 
●作成ガイド  

https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/jyoho/jyohokoukai/sds/sds_top.files/w-sds_tejyun_open.pdf 

 
●w-SDS雛形 

https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/jyoho/jyohokoukai/sds/w-sds_sample.html 

 
●w-SDSワーキング 

e-mailアドレス（相談窓口）sds-wg@jcom.nagaokaut.ac.jp 

 
● 総務課人事労務室福祉・職員係 

e-mail アドレス romu@jcom.nagaokaut.ac.jp 内線 9206 
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